⑫トラブルの解決策を考える（高等学校）
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○　トラブル解決の方法
	方　　法
	内　　　容

	①
	どうなることを望んでいるのか

	②
	何が障害となっているのか

	③
	考えられる解決策を列挙する

	④
	解決策をどう組み合わせるか

	⑤
	計画を実施したらどうなるか

	⑥　実施する
	計画した解決策に従って実施する

	⑦　修正する
	解決できなかった場合，解決策や計画を修正する

	⑧　依頼する
	他の人に援助を依頼する


○　今日の学習を振り返りましょう。
	学習に積極的に参加することができましたか。
	できた
	だいたい

できた
	あまりできなかった
	できな

かった

	トラブルを解決する方法を理解することができましたか。
	できた
	だいたい

できた
	あまりできなかった
	できな

かった




(　　)年(　　)組(　　　)号　氏名(　　　　　　　　　　　　　　)

練習①　トラブルを解決する方法に沿って解決策を考えましょう。
	学級で出場する合唱コンクールの練習で，Aがなかなか歌わないBをきつく注意した。Bは「もう練習には参加しない」と言い，それ以来一度も練習に来ていない。学級の雰囲気も悪くなっていく状態。Cは何とかBにも練習に参加してもらい，合唱コンクールに全員で出場したいと思っている。

《生徒の状況》

生徒A：生徒Bに対して当然のことを言ったと思っており，なぜ生徒Bが練習に参加しないのかがわからない。一生懸命であるが，時々言葉がきついことがある。

生徒B：自分は音痴だと思っており，歌うことに苦手意識を持っている。練習中はぼーっとしているか，ふざけているかという態度であった。

生徒C：生徒Aと生徒Bの話を聴き，両者の関係改善を図り，クラス全員でコンクールに出たいと思っている。
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⑫トラブルの解決策を考える(高等学校)

練習①　
	学級で出場する合唱コンクールの練習で，Aがなかなか歌わないBをきつく注意した。Bは「もう練習には参加しない」と言い，それ以来一度も練習に来ていない。学級の雰囲気も悪くなっていく状態。Cは何とかBにも練習に参加してもらい，合唱コンクールに全員で出場したいと思っている。

《生徒の状況》

生徒A：生徒Bに対して当然のことを言ったと思っており，なぜ生徒Bが練習に参加しないのかがわからない。一生懸命であるが，時々言葉がきついことがある。

生徒B：自分は音痴だと思っており，歌うことに苦手意識を持っている。練習中はぼーっとしているか，ふざけているかという態度であった。

生徒C：生徒Aと生徒Bの話を聴き，両者の関係改善を図り，クラス全員でコンクールに出たいと思っている。



　　　　　　　　


　

　



＜感想＞





①目標・どうなることを望んでいるのか（解決のイメージ化）


・ＡとＢがお互いの気持ちを知り，誤解を解く。


・クラスの雰囲気を改善する。


・全員で合唱コンクールに出場する。


・ＡとＢの関係を修復する。














①目標・どうなることを望んでいるのか（解決のイメージ化）














②問題をはっきりさせる　（問題の明確化）





④計画を立てる（解決の計画）





⑤結果の予想








③解決法をたくさん考える（解決法の案出）





②問題をはっきりさせる　（問題の明確化）


・ＡはクラスのためにＢに歌ってほしいと思いから注意した。


・Ａは自分が言ったことは当然だと感じている。


・Ｂが歌うことが苦手だと感じていることをＡは知らない。








④計画を立てる（解決の計画）


・その時の状況について生徒数名から状況を聴く。


・静かで落ち着ける場所を選んで，生徒Ａと生徒Ｂから同時に話を聞く。


・言い分を十分に聞き，お互いの不十分な部分に気付くように仕向ける。


・お互い謝罪することにより，関係の修復を図る。





③解決法をたくさん考える（解決法の案出）


「情報の収集」


・Ｂが練習にまじめに参加しなかったのか。その原因を探る。


・Ａの発言について，他の生徒からその時の様子を確認する。


「客観的な判断の育成」


・ＡとＢの言い分を十分に聴いたり，質問したりすることで，それぞれの不十分だった部分に気付かせる。





⑤結果の予想


・まず，自分たちで解決に向かうように取り組む。


・修復できなかった場合は，担任に援助を依頼する。








